
 

第１学年 総合的な探究の時間 学習指導案 

千葉県立柏陵高等学校 
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１. 単元名 「プロジェクト H ～柏駅清掃プログラム～」 

２. 単元の目標 

  〇自分たちが生活している地域では、どのようなまちづくりが行われているのか、その

文化的・ 歴史的背景を知り、多くの世代に伝えられるようにまとめることができる。 

（知識及び技能） 

  〇自分自身の経験や親の世代、さらにその上の世代の体験談を通して、市役所や図書館

に貯蔵されている資料の歴史的背景のみならず、文化的背景についても幅広く考え

たり、友人間で意見や情報を共有したり、学年全体に自分の言葉で伝えたりすること

ができる。（思考力 判断力 表現力等） 

  〇積極的に地域のイベントやプログラムに関係のある人とコミュニケーションを取っ

たり、自らイベントに参加したりすることができる。・（主体的に学習に取り組む態度） 

３. 単元について 

 （１）教材観 

    本単元では、「柏まつりの歴史」を教材として取り上げる。 

    本校のダンス部が毎年柏まつりに参加させてもらっている関係で、外部との連携

が可能である。総合的な探究の時間で学年集会を行い、市の職員や柏まつりの運営

団体の方からお話をいただく機会を設け、柏まつりの歴史や運営にあたっての責任

感、課題などを知り、自分たちがまちづくりの一端を担っているという社会参画の

意欲を高めることが期待される。 

    さらに校内のみではなく、外部との連携にあたって、コミュニケーションスキル

はもちろん、他者との連携を必須とするため、人とのつながりや関係性を深めるこ

とも大いに期待される。 

    このことを通して、自分たちの生活している地域でどのようなまちづくりの活動

が行われているのかを深く知るとともに、得た知識から実際に行動に移すために活

動内容を提案したり、自分自身が清掃活動を行ったりと、地域貢献の意識を持って

活動をすることができるようになる。 



 

 （２）生徒観 

    本学年の生徒は、中学校から上がってきたばかりであるため、柏市や学校付近の地

域をまだよく知らない生徒が多数在籍している。 

しかし、柏まつりという大きなイベントには多くの生徒が参加した経験があり、

参加した多くの生徒がそのイベントについて興味を持っている。 

文化的 歴史的背景を学び、現在まで続いてきた柏まつりをよりよいものに作り

上げていくために、課題発見や友人との対話を通して自分たちで何か１つ活動を行

うことで地域に貢献するという意欲が高まることが期待される。 

 （３）指導観 

    本単元の指導に当たっては、まず、千葉県柏市で毎年行われている柏まつりの情報

を掲示する。過去から現在にかけて祭りの内容に変化はあるものの、軸となっている

部分は変わっておらず、その背景にはどのような歴史的・ 文化的背景があるのかに気

づかせる。 

    また、本校には毎年柏まつりに招待されているダンス部がいるため、運営団体の方

をゲストティーチャーとしてお招きすることが可能である。その中で地域に対する

思いや柏まつりを続けるにあたっての責任感などを知ってもらい、自分たちには何

ができるかという意欲を持たせたい。 

    その中で、同年代のみならず、教員や市の職員、運営団体など、多くの世代の方と

話し合い、意見を共有し、自身や他者の考えや計画を実行できるか否かを協議するこ

とと、可能であるならば準備から実行まで計画的に進められるように努める。例えば

柏まつりであれば、現在はダンス部という部活動のみがイベントに参加させてもら

っているので、授業での連携ができるように進め、高校だけでなく、地域の小・ 中学

校とも連携をするなど、より多くの人の意見から進められるようにしたい。 

最終的に、自分たちでまとめた課題を解決するための計画から実行まで行い、そ

の中で運営する責任感や終了後の達成感、また地域との連携でのコミュニケーショ

ン力の向上などが得られるように進めたい。そして、今後も地域貢献に対する活動

に興味を持って過ごしてもらえるようにする。 

 （４）ESD との関連 

   本学習で働かせるESDの視点（見方 考え方） 

    多様性・…・柏まつりと言っても、その内容には様々なイベントや出展があり、多

くの考え方を知り、学ぶことができるということ。 



 

    連携性・…・地域をクリーンにさせるためには、市の職員や運営団体の方々だけで

なく、老若男女問わずに全体で活動していくことが大切であるという

こと。 

    責任性・…・地域をクリーンにするために、自身の行動や他者の行動を考え、実際

に行動に移していくこと、また自分自身が関わっているという責任感

を持つことが大切であるということ。 

   本学習を通して育てたい ESDの資質 能力 

    未来像を予測して計画を立てる力 

     柏まつりの歴史を学び、過去から現在、未来にかけての需要と供給を理解し、

よりよいまちづくりの一端をいかに担うかを計画する。 

    他者と協力する態度 

     柏まつりというイベントにフォーカスし、地域をクリーンにさせる取り組みを

学び、よりよいまちづくりをするために同年代のみならず、市の職員や運営団

体の方々と協力する態度を養う。 

    進んで参加する態度 

     自分たちができることを他者任せではなく、意欲的に取り組むことによって、

地域貢献しようとする態度を養う。 

   本学習で変容を促す ESDの価値観 

    世代内の公正 

     自分たちの世代だけでなく、今を生きているすべての方々がよりよい時間をこ

の地域で過ごせるように、協力してまちづくりに励むことが大切であるという

こと。 

    人権 文化を尊重する 

     長年続いてるイベントをよりよいものにするために、過去の取り組みから未来

に向けての計画を知り、イベントの内容のみならず、歴史や文化を尊重する必

要性があるということ。 

    幸福感に敏感になる、幸福感を重視する 

     自分たちだけが楽しみ、幸福感を得るだけでなく、将来においても全世代が楽

しい、幸せであると感じられるかについて着目する。 



 

   達成が期待される SDGs 

    １１ 住み続けられるまちづくりを 

    １６ 平和と公正をすべての人に 

４. 単元の評価規準 

(ｱ)知識及び技能 (ｲ)思考力 判断力 表現力等 (ｳ)主体的に学習に取り組む態度 

①自分たちが生活している

地域では、どのようなま

ちづくりが行われている

のか、その文化的 歴史

的背景を理解している。 

②学んだり、調べたりした

ことを自分自身の言葉で

まとめる技術が身につい

ている。 

①様々な情報を基に、歴史

的背景のみならず、文化

的背景についても幅広く

考えることができる。 

②友人同士で意見や情報を

共有したり、学年全体に

自分の言葉で課題や対策

を伝えたりすることがで

きる。 

①積極的に地域のイベント

やプログラムに関係のあ

る人とコミュニケーショ

ンを取ったり、自らイベ

ントに参加したりする意

志がみられる。 

②他者と協議を重ねること

によって、自分たちにで

きることを模索しようと

する。 

 

５. 単元の指導計画（全１１時間） 

学習活動 学習への支援 評価 備考 

１ 柏まつりの歴史(クラス) 

  ダンス部が柏まつりで講演し

ている映像を流し、本校と柏

まつりの連携性を知る。 

  柏まつりの歴史という柏市の

ウェブサイトから、当初のま

つりがどういうものだったの

か、現在との差がどうかを比

較し、意見を共有しあう。 

〇ダンス部の動画の放映と関係性

について知る。 

その後、柏市のウェブサイトに

ある、柏まつりの歴史を通し

て、現在の柏まつりがどのよう

にして出来上がっているのかを

考えさせる。 

最後に協議の中で出た意見や質

問をストックしておく。 

イ① 

思 判 表 

 

ウ② 

主体的 

２ 運営団体からのお話(学年) 

  なぜ柏まつりはここまで大き

なイベントになったのか。 

  以前あったイベントで今はな

いイベントとその理由はなに

か。 など 

〇ダンス部の関係から、市の職員

or 柏まつりの運営団体、場合

によってはどちらからも話を聞

く。対面が望ましいが、場合に

よっては zoomなどのオンライ

ンミーティングも活用する。 

ア①、② 

知 技 

 

イ①、② 

思 判 表 

 



 

３ アンケートを取ろう(クラス) 

  消費者側の求めるものはなに

か、運営側ができることはな

にかを考えつつ、多くの世代

にアンケートを作成、実施す

る。 

  実施後、集計機能で結果を確

認。実施できるもの、すべき

ものなど、項目ごとに分け

る。 

 

４ 自分達ができること(クラス) 

  まとめたアンケートの内容を

基にクラス内でも班に分かれ

協議をする。最終的にクラス

で１つ課題解決できることを

まとめる。 

〇紙媒体や Forms など、アンケ

ート機能を活用させ、校内のみ

ならず、地域の小 中学校など

にアンケートをお願いする 

 結果はある程度こちらでまとめ

ておき、自分たちのクラスで何

かできること、すべきことがあ

るかを項目ごとにまとめさせ

る。 

 

 

〇アンケートでまとめた内容を協

議させ、グループ毎にまとめさ

せる。その後、クラス内で出た

課題解決案について考え、1つ

実施に向けてサポートする。

(案については運営団体や市の

職員と密に連絡を取り、今後の

活動にあたってのサポートを教

職員がする。) 

ウ② 

主体的 

５ 準備をする（クラス・４時間） 

  前回まとめた案を基に、具体

的に何からすべきかを順を追

って書き出す。またクラス内

の役割分担を決め、役割ごと

に準備を進める。 

  実際に打ち合わせに参加し、

今後の流れを聞き、実際に活

動できるように準備を進め

る。 

  実際に校内(クラスや学年間)

で予行練習を行い、当日の参

加に落ち着いて対応不ができ

るように準備する。 

〇生徒が実際に活動できるように

教職員が裏で手を回して動ける

ようにしておく。特に、ダンス

部顧問が参加している打ち合わ

せに参加できるようにも動ける

といい。（実際厳しければおラ

インと事前報告、事後連絡で対

応する。） 

  

ア② 

知 技 

 

イ② 

思 判 表 

 

ウ①、② 

主体的 

10 柏まつり！ 

  実際に参加、運営に携わる。 

〇実際に参加をさせ、活動をサポ

ートする。 

ウ① 

主体的 



 

11 振り返り（クラス~全校） 

  当日起きた出来事を話し合

い、自分たちの中でうまくい

ったこと、もっと直した方が

いいところを話し合う。また

その意見を学校内だけでな

く、運営団体や市の職員にも

共有し、次年度につながるよ

うにする。 

  実際にやった内容について、

活動発表として全校集会を実

施する。 

  お礼も兼ねて運営団体や市の

職員の方にあいさつをする。 

  壁新聞のようなものやムービ

ーを作成し、次年度につなげ

られるようにモノを残す。 

〇クラス内で自分たちの活動の振

り返りさせ、次年度につなげ

る、また本人たちが地域の活動

に対して興味を持った状態でい

られるように支援する。(例と

して、学年新聞のようなものを

作成、校内に掲示をするな

ど。) 

 活動報告の場から、自分たちの

してきたことの大きさ、責任

感、達成感を感じてもらいた

い。 

 お礼の方法は対面が望ましい

が、電話、オンラインミーティ

ング等の場合もあり。 

 単発で終わらないように、壁新

聞のようなものやムービーを作

成し、学校で保管、場合によっ

ては駅や商業施設にも協力をし

てもらう。 

ア② 

知 技 

 

イ② 

思 判 表 

 


